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２１世紀ＣＯＥプログラムは

琉球大学発展の起爆剤
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誠(拠点リーダ$－）土屋

相互交流が実現し、交流が発展することが期待

される。

国際的な教育研究拠点とは、本学の大学院で学

びたいという希望が諸外国から寄せられ、多くの

大学院生が集まり、活発な研究活動が展開される

機関を指す。その基礎となるのは私たちの個々の

研究教育活動であることは言うまでもない。

活動が活発になる中で、その目標。特徴を常に

考えることが肝要である｡本学の中期目標には｢沖

縄の地理的特性をふまえつつ、最先端の特色あ

る研究を重点的に推進し、熱帯。亜熱帯科学、島

喚。海洋科学で世界をリードする研究拠点の形成

を目指す」と述べられている。またアジア太平洋

域との関わりが重要であることが随所に示されて

「終看駅は始発駅」という言葉は私たちにぴっ

たりである。２１世紀ＣＯＥプログラムが５年間の

活動を終えようとしているが、この節目は終着駅

ではなく、新たな出発への一里塚ととらえなけれ

ばならない。人材育成プ□グラムは長期間継続し

て成果を出す必要があるからである。従ってここ

で書くのは結びの言葉ではない。

多額の経費を費やした大きなプ□ジェワトの成果

は､目には見えるものと､そうでないものがある。

また合後、時間をかけて見えるようになる成果も

あるであろう。私たちは国際的に活躍できる若手

研究者の育成を目指し、数々の国際的活動に参加

してきた。それらの運営に多方面から参加したこ

とも素晴らしい経験であった。独自の活動として
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いる。私たちが進めてきたCOEプ□グラムの内容

|ままさにこれらの核となるべきもので、琉球大学

の特徴ある重要な教育研究分野が発展するための加者は相互に刺激を受け、サマープログボラム終了

後、複数の参加者が本学の大学院に入学し、勉学起爆剤である。 l鰻

これは大学のプ□グラムとして合「杜ソゴ礁」あるいは「島１１輿」は琉球大学の教に励んでいる。

盲研究のキーワードである。これらのキーワードは後も継続して開催する。

匂いこ 琉球大学２１世紀ＣＯＥプログラム最終報告書
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